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第１章　調査の概要

Ⅰ．調査の経過

平成18年10月26日付けで、西田明美氏より鳥栖市村田町字四本松343－1・343－3について共同住宅建設

に伴う埋蔵文化財の確認調査依頼が提出された。対象地域は周知の埋蔵文化財包蔵地外であったが、開発

面積が2,874m2で、周辺地区で甕棺墓等の遺構が過去確認されていたことから、平成18年11月２日・10日に

確認調査を実施した。調査の結果、弥生時代の甕棺墓が確認されため、隣接する村田三本松遺跡の範囲拡

大として周知化した。また、協議をおこない、遺構に影響ある部分の200m2について記録保存を図ること

で合意し、平成19年５月７日～６月８日にかけて本調査を実施した。整理作業は、平成19年６月９日～平

成20年１月31日までの期間、牛原町文化財整理室で実施した。

Ⅱ．調査の組織

発掘調査は鳥栖市教育委員会が主体となって実施した。調査の組織は以下のとおりである。

調査主体　　鳥栖市教育委員会

総　　括　　教育長　　　　　　　　中尾　勇二　

教育部長　　　　　　　松永　定利　

教育部次長　　　　　　陣内　誠一　

教育部次長兼生涯学習課長 伊東　立美（９月まで）

生涯学習課長　　　　　中島　光秋（10月から）

生涯学習課参事　　　　藤瀬　禎博・横尾　順二

生涯学習課長補佐兼文化財係長 石橋　新次

庶　　務　　生涯学習推進係　主事 田中　美香

調　　査　　文化財係　主査　　　　向田　雅彦・鹿田　昌宏（調査・報告書担当）・湯浅　満暢

久山　高史・重松　正道（６月まで）・高尾　守人（７月から）

主事　　　　内野　武史

調査協力　　佐賀県教育委員会
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Ⅲ．遺跡の位置と環境

鳥栖市は、佐賀県東部に位置し、北は脊振山塊を隔て筑紫郡那珂川町、南は筑後川を境とし久留米市と、

東は平野部で小郡市と県境を接し、西は石谷山から南下する丘陵を介して佐賀平野に接する。筑後川の流

域に展開する広義の筑紫平野の一角であると共に、筑後平野の西北部を占める位置にあり、佐賀平野との

接点にあたる。また鳥栖市は、肥前・筑前・筑後三国の接点であり、古代は大宰府・肥前国府・筑後国府

を連絡する官道が設けられていた。近世には長崎街道が通り、田代・轟木の宿場が置かれた。現代におい

ても、鉄道の鹿児島本線と長崎本線、国道３号線・国道34号線、九州道・長崎道・大分道の分岐点となる

など古代以来の交通の要衝となっている。

市内の遺跡は多くが標高80m～15m前後の高位段丘から低位段丘上に位置しており、旧石器時代から近

世まで約180箇所の遺跡が確認されているが、沖積平野の展開する南部地域はきわめて希薄になっている。

村田三本松遺跡は、鳥栖市の南西部の村田町に所在し、国道34号線から南に広がる集落との周辺の水田

部を含んでおり、朝日山（133m）の南麓に延びる低位段丘上に位置する。昭和56年から５地区で本調査

が行われており、縄文時代から古代の遺構が検出されている。遺構は縄文時代晩期の甕棺墓、弥生時代の

住居跡、甕棺墓、古墳時代の住居跡、掘立柱建物跡、土坑、古代の掘立柱建物跡等が確認され、広範囲に

縄文時代から古代にかけての集落や墳墓が展開していたことが判明している。
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第２章　調査の記録

鳥栖市村田町字四本松343－1・343－3に所在する本調査地区は、朝日山の南麓に延びる低位段丘の西端

に立地する。共同住宅建設に伴う発掘調査で、建物により影響うける約200m2を対象とした。調査地点は、

共同住宅が２棟建築されるため２ヶ所設定し、南をＡ地点、北をＢ地点として調査を行った。調査前の現

況は水田である。

Ａ地点

調査地区の南側に設定した。確認調査時の計画より建物の建設地点を西に移動したため、確認調査時に

検出された甕棺墓は確認されず、古墳（ST01古墳）１基と小穴、溝等を検出した。

ST01古墳は調査区の北端で検出された。周溝の北側の１／２程度が調査区外にかかるが、直径８m程度

の円形と思われる。墳丘は、削平されており残存していない。内部主体は、石棺系で主軸をN78°Wにと

っており、西側が破壊されている。遺物は周溝、主体部埋土から手捏のミニチュア土器等が出土している。

時期は古墳時代中期と思われる。

また、ST01古墳調査後、主体部の北側に遺構埋土とみられる黒色土が検出されたため、掘り下げを行

ったところ、甕棺墓の跡と見られる遺構が３基確認された。また埋土中から甕棺に使用したと思われる大

型の甕を含む弥生時代中期の甕、壺の弥生土器が出土しており甕棺墓は古墳築造時に破壊されたものと思

われる。

Ｂ地点

Ａ地点と同様に、調査地区の北側に設定したＢ地点も、予定建物の位置が西に移動したため甕棺墓は確

認されなかった。遺構検出を行ったところ、溝状の黒色土と土坑状のものが検出された。掘り下げを行っ

た結果、溝状のものは自然地形の窪みに遺物を含んだ土砂が流入したもので、弥生時代中期の甕、壺等の

破片が出土した。また、土坑状のものは、埋土の状況から倒木等の痕跡と推定される。埋土中から弥生土

器片が出土した。

村田三本松遺跡は、これまでの調査で縄文時代から古代にかけての集落や墳墓が広範囲に展開している

ことは判明していた。今回の調査は約200m2と狭い範囲の調査ではあったが、これまでは古墳時代の遺構

としては、集落の存在は確認されていたが、これまで知られていなかった墳墓の存在を確認することが出

来た。今回の調査地点は、遺跡の西端にあたると考えられるため、東側に古墳時代の墳墓遺構が広がる可

能性も考えられる。また、確認されている古墳時代の遺構は後期の集落であるが、ST01古墳が古墳時代

中期と思われることから、今後は、古墳時代中期の集落または、関連する遺構が確認される可能性がある。
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出土遺物一覧表
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１．Ａ地点全景（北から）

２．ST01古墳（西から）

３．ST01古墳主体部（南から）

４．ST01古墳下層遺構（西から）

写真図版１



１．Ｂ地点全景（東から）

２．調査風景（南から）

３．Ａ地点出土ミニチュア土器

４．ST01古墳下層出土遺物

写真図版２






